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回路設計技術分野 

ＶＨＤＬによるディジタル回路設計開発技術 
～VHDL によるハードウェア設計手法を習得するコース～ 

受講対象者 「ディジタル回路設計技術」を受講された方、又は同等以上の知識のある方 

講習内容等 

PLD 評価ボードを用いた実習を通して、設計フロー及び文法事項と設計手法を学習します。
また、評価ボード上にディジタル回路を実装・動作検証することにより、ＶＨＤＬによる
ハードウェア設計手法を習得します。 
 
・ＰＬＤ開発の概要（ディジタル回路設計手法、開発

ツール） 
・ＶＨＤＬ概要 
・組合せ回路の実装実習 
（セレクタ、マルチプレクサ、エンコーダ、演算回路） 

・順序回路の実装実習 
（フリップフロップ、シフトレジスタ、カウンタ） 

・総合実習（１００進アップダウンカウンタ） 

講師 ポリテクセンター千葉 

【使用機器等】 PLD 評価ボード、PLD 開発ツール、論理合成ツール、パソコン、オシロスコープ 

【持参品】 筆記用具 

コース番号 日    程 

E2002 平成 29 年 2 月 7 日（火）、8 日（水）、9 日（木） 

日  数 時   間 定員 受 講 料 

3 日間（18 時間） 9:10～16:00（６時間／日） 10 名 13,000 円（税込） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑦

 

事業主のみなさまへ  ～人材育成プランのご案内～ 

私ども高齢・障害・求職者雇用支援機構は、事業主団体及び事業主の方々が従業員に対して

教育訓練を効果的に実施できるよう、職業能力の開発及び向上に関する相談・支援を行ってい

ます。相談を行うに当たり、計画的・効率的な人材育成を行うために、「職業能力開発体系」を

活用した「人材育成プラン」をご提案いたします。 

「職業能力開発体系」では次の４つの「見える化」の流れで人材育成プランを作成し、人材

育成の諸課題の解決を図る際に活用します。 

①仕事の見える化 （仕事ごとに必要な職業能力は何か？） 

②能力の見える化 （個人ごとにどの仕事がどの程度できるか？） 

③目標の見える化 （個人ごとに次の能力開発の目標は何か？） 

④能力開発の見える化 （能力開発をどのように進めるか？） 

「職業能力開発体系」を活用した人材育成プランの作成支援は、国の施策に基づいて行ってい

ますので費用はかかりません。詳しくはポリテクセンター千葉又はポリテクセンター君津まで

お問い合わせください。 


